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この冊子の聖句は新改訳聖書第三版を使用しています 

※翻訳・編集以外でも協力して下さっている兄弟姉妹がいます 

 

 

 

 

 

 

御 茶 の 水 キ リ ス ト の 教 会 

 

 

 

４月１４日（月） 

恵 み か ら 逃 れ る な 

 

聖書朗読 マタイの福音書 ４：5～１１ 

 主をほめたたえよ。御使いたちよ。みことばの声に聞き従い、みことばを行う力ある勇

士たちよ。                           詩篇 103：２0 

 

御使いたちは初めから神様のご命令を待って、キリストに仕えるべく備えており、キリ

ストの手となり足となって働きました。悪魔が肉的な困難や、十字架、死、そしてよみが

えりを経ずして、名声や力を得る近道があるとイエス様を誘惑してきましたが、イエス様

はそれらを拒まれました。ご自身に起こることを避けることは選択肢ではないことをご存

じだったのです。 

心地よいと思われない状況から逃れるという考えは魅力的に映
うつ

り、時にそうしたらどれ

ほど良いだろうと思うこともあるでしょう。けれども、イエス様は申命記６章の『あなた

がたの神、主を試みてはならない。』（申 6：16）という箇所を引用され、悪魔のささや

きを拒まれることで、異なった道を示されました。 

ここで言われているのは、たとえ困難な状況にあっても、善なる神様に信頼するという

ことです。神様は私のために良いご計画を持っておられ、それは試練の只中にある時もそ

うなのです。別の道を選んだり、容易く解決できる道を選んだりしたなら、私のために備

えられた神様の恵みを台無しにすることになります。 

イエス様が苦しみに耐えられた後、『御使いたちが近づいて来て仕え』ました。（マタ

イ ４：１１）イエス様が神様に従い信頼されたからこそ、必要な助けが与えられたので

す。それは抜け道を通ってではなく、神様のご意志に沿った道を選ぶことによるものでし

た。神様のご計画とそれをなさるタイミングとに信頼することによって、私たちが誘惑さ

れるかもしれない、いかなる逃げ道よりもずっと素晴らしい恵みがもたらされるのです。 

 

讃美歌 494 わが行くみち いついかに 

祈   り 主よ。たとえ困難な状況となっても、あなた様のご意志に従おうと思います。

あなた様の恵みに感謝します。イエス様のお名前によって。アーメン。 

                  フロリダ州 デスティン ／ サラ・クラーク  

 

 



４月１５日（火） 

祝 福 は 思 い が け な い 者 に 
 

聖書朗読 マタイの福音書 5：1～6 

 喜びなさい。喜びおどりなさい。天ではあなたがたの報いは大きいから。あなたがたよ

り前にいた預言者たちを、人々はそのように迫害したのです。    マタイ ５：１２ 

 

イエス様のもとに集まって教えを聞いていた弟子たちは、マタイ５章の「幸いなのは…」

とイエス様が言われたとき、その言葉の後にどんな言葉を期待していたでしょう。彼らは、

自らの力を発揮し要職に就
つ

いているような人たちの名を期待したのではないかと思います。

けれども、イエス様がここで挙げられたのは、彼らの期待した者ではなく、心の貧しい者、

悲しむ者、柔和な者、義に飢え渇く者でした。 

神の御国では福音は、すでに何かを成し遂げ、何かを手に入れ、自分たちの為に何かを

得た者たちのためのものではありません。福音とは、神様がなされたこと、そしてこれら

からなさることなのです。 

私は日常の中で自分の必要が満たされていないと思うとき、そうではないという言葉が

私に向けられる気がします。まさにそのようなときこそ、私には出来なくても、神様が事

をなしてくださる、神の御国の福音なのです。 

自分が弱い者と感じるとき、喪失感を覚えるとき、自分は他より劣っていると思うとき、

あるいは自分は満たされていないと感じるとき、イエス様は、神様の強さ、豊かさ、恵み、

そして力が、すぐそばにあると言ってくださいます。このことは、いかなる弟子もまず聞

くべき、そして常に聞くべき教えです。 
 

讃美歌 291 主にまかせよ 汝が身を 

祈  り 主よ、あなた様が私たちに、はっきりとみことばを語ってくださることを感謝

します。私たちが何をしたかではなく、あなた様が神であるがゆえに、私たちが

恵みに与らせていただけることを感謝します。イエス様のお名前によって。アー

メン。 

                    カリフォルニア州 マリブ ／ ディヴィッド・レムリー  

 

 

 

４月１６日（水） 

神 の 和 解 の 場 
 

聖書朗読 マタイの福音書 ５：２３～２６ 

神を愛すると言いながら兄弟を憎んでいるなら、その人は偽り者です。目に見える兄弟

を愛していない者に、目に見えない神を愛することはできません。 ヨハネⅠ ４：２０ 

 

マタイ５章には、私たちの他者との日々の関わりにおいて、イエス様が大切とされるこ

とが記されています。十戒のうちの６つが、他者を敬い公平に接することを人々に求めて

いるのと同じように、イエス様の山上の説教の多くが、人と人との関わりに焦点を当てた

ものとなっています。 

山上の説教でイエス様は、私たちが日曜の聖餐式に与るとき、もし誰かと交わした争い

を解決する術を何も講じていないなら、まず行ってその課題に対処しなさいと言っておら

れるのではないでしょうか。イエス様はこうおっしゃいました。『出て行って、まずあな

たの兄弟と仲直りをしなさい。それから、来て、その供え物をささげなさい。』（マタイ 

５：２４） 

パウロがローマの人々に、『だれに対しても、何の借りもあってはいけません。ただし、

互いに愛し合うことについては別です。』（ローマ １３：８）と促しているように、主

は私たちが他者との対立を未解決にしたままでいることを望まれません。『日が暮れるま

で憤ったままでいてはいけません。』（エペソ ２：２６） 

主が私に、謙虚さ、他者への共感、そして赦しと感謝の心を与えてくださるように祈り

ます。 

 

讃美歌 402 主のしもべのむつまじさは 

祈  り 親愛なるお父様。私の兄弟姉妹、身近な人たち、そして友人たちに対してもっ

と思いやりを持って接することができるようにしてください。すべての関係を良

好に保つことができますように。イエス様の御名によって。アーメン。 

アイオワ州 クレッグホーン ／ ロバート・ブレア 

 

 

 

 



４月１７日（木） 

イ エ ス 様 の よ う に 
 

聖書朗読 マタイの福音書 ５：４３～４8 

 ですから、愛されている子どもらしく、神にならう者となりなさい。また、愛のうち 

に歩みなさい。キリストもあなたがたを愛して、私たちのために、ご自身を神へのささげ

物、また供え物とし、香ばしいかおりをおささげになりました。 エペソ ５：１～２ 

 

ある夫婦が、飲酒運転をしていた１０代の若者によって息子を奪われました。その若者

も事故の衝突によって負傷し、病院へ搬送されました。息子を奪われた夫婦はその入院中

の若者を訪ね、彼を赦すことにしました。夫婦は彼を訪問し続け、さらには彼を家庭に招

き入れ、自分たちの息子のように彼を養いました。そのような愛と赦しを彼らはどこで見

出したのでしょう。 

今日の聖書箇所で、イエス様は敵を愛し、彼らのために祈りなさいと言っておられます。

私たちがそうするなら、それは神様の導きに従うことになるのです。イエス様はルカ２２

章でご自身の敵を癒され（編注：ルカ 22：51）、ルカ２３章では敵のために祈り、敵を

赦されたとあり（編注：ルカ 23：34）、そしてローマ５：１０に記されているように、

敵のために死なれました。私たちが敵を愛するなら、それは天のお父様と同じ姿勢を示す

ということであり、『神にならう者とな』るということです。 

神様は、悪い人にも良い人にも、友であろうと敵であろうと、すべての人にわけへだて

なく太陽を上らせ、雨を降らせてくださいます。神様の御愛が注がれているゆえに、私た

ちは神様に忠実な者も、敵対する者も赦すことの出来る者としていただけるのです。 

 

讃美歌 １３２ めぐみにかがやき 

祈  り  主よ。私たちをもっとあなた様に似た者としてください。そして、敵と思え       

る人たちに良いことだけをし、また彼らを祈りに覚えて、彼らをいつも愛するこ

とが出来るようにしてください。イエス様の御名によって。アーメン。 

                 コロラド州 プエブロ ／ ルツ・ベーコン  

 

 

 

 

４月１８日（金） 

私 の 罪 
 

聖書朗読 マタイの福音書 ６：２５～３６ 

 だから、あすのための心配は無用です。あすのことはあすが心配します。労苦はその日

その日に、十分あります。 マタイ ６：３４ 

 

心配性というのが私の罪のリストの一番上にあります。それに対する言い訳は山ほどあ

ります。私の両親も心配性でしたし、私は子供の頃、いじめられっ子でした。こうした環

境から、不安を抱え、心配性の生き方となっているのかもしれません。いかなる要因があ

るにせよ、罪は罪です。私の心配性は不信仰からくるものであって、神様への信頼が欠け

ている証拠です。 

自分の不安についての言い訳はありますが、それ以上に、神様を信じる理由がありま

す。神様は鳥を養い、野のゆりをこれほどに装ってくださり（２６～３０節）、私の必要

とする食べ物、着るもの、その他生活に必要なものをご存じです。（３１節）神様はこれ

までも私を困難から救い出してくださいました。神様はキリストにあって私にその御愛を

示してくださいました。これまでそうしてくださったのだから、神様は決して私をお見捨

てになることはありません。（ローマ ８：３２） 

不安は自然に沸き起こる感情ですが、信仰によって、私たちはそうした自然な感情を乗

り越えることができます。神様が忠実なお方であることを信じることによって、私たちの

不安は打ち消され、魂の平安がもたらされます。 

      あなたがたの思い煩いを、いっさい神にゆだねなさい。 

      神があなたがたのことを心配してくださるからです。   

                ― ペテロⅠ ５：７ 
 

讃美歌 268 まごころもて仰ぎまつらん 

祈  り 聖なるお父様。私たちの恐れの思いを落ち着かせてください。不信仰を      

お赦しください。あなた様にもっと信頼する勇気をお与えください。イエス      

様を仰ぎ見て安らぐことができるようにしてください。イエス様の御名によ      

って願い求めます。アーメン。 

        オハイオ州 トリード ／ サイヤー・ソールスベリー  

 



４月１９日（土） 

暗 く 静 か な 夜 
 

聖書朗読 マタイの福音書 １４：２２～3２ 

幸いなことよ。悪者のはかりごとに歩まず、罪人の道に立たず、あざける者の座に着か

なかった、その人。まことに、その人は主のおしえを喜びとし、昼も夜もそのおしえを口

ずさむ。             詩篇 １：１～２ 

 

私たちがガリラヤ湖の隣の農村集落で過ごしていたときの、ある真っ暗で静かな晩のこ

とですが、私たちは寝る前に散歩することにしました。私たちは歩きながら、湖の近くで

イエス様のご生涯に起こった多くの出来事を思いめぐらしました。 

あの大嵐の中、ペテロが恐れを抱いて沈みそうになったとき、ただイエス様に助けてい

ただくしかなかった出来事を思い出さずにはいられませんでした。また、全く魚が獲れず

にいた漁師たちに、舟の反対側に網を下すようにとイエス様が言われたので、彼らが網を

下ろすと、おびただしい魚のために網を引き上げることができなかったという出来事や、

悪霊につかれている男が集落の人々を恐れさせていたこと、そして何より、イエス様がこ

の湖のほとりで教えられ、イエス様に従う多くの人の空腹を満たされたという出来事が、

ここであったのです。 

こうした出来事を覚える経験は、思っていた以上に私たちを勇気づけるものとなりまし

た。お察しのことと思いますが、その晩私たちはぐっすり眠りました。私たちの心は平安

を得、信仰が強められました。けれども、イエス様のなさった素晴らしい出来事や力強い

教えを思い巡らすのに、必ずしもガリラヤ湖のほとりまでいく必要はありません。イエス

様の沢山の素晴らしいみわざやみことばを振り返ってみてください。あなたの魂は平安を

得、信仰は強められるでしょう。 

 

讃美歌 ２95 やすしや 罪の世にも 

祈  り 親愛なるお父様、あらゆるものの偉大なる神様。常にあなた様のみこと      

ばを最も深く敬いながら、私たちの信仰が成長しますように。アーメン。 

 

     オクラホマ州 オクラホマシティ ／ リン・マクミラン  

 

 

４月２０日（日） 

恵 み の 通 り 道 
 

聖書朗読 マタイの福音書 ２２：３４～３９ 

律法の全体は、「あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ」という一語をもって全う

されるのです。               ガラテヤ ５：１４ 

 

かつては、近所の人をよく知っていて、お互い頼り合い助け合ったものです。しかし今

では、そのようなことはなくなり、近所の人に会うことさえめったにないのではないでし

ょうか。 

私もそうです。２０年以上も隣り合って住んでいながら、ようやく最近になって隣の人

を愛するようになりました。私たちが旅行している間、隣の家の人が、私たち宛の郵便物

を預かり、家の様子を見守り、犬の世話をしてくれました。神様は彼女を用いて私に恵み

をお与えになりました。隣人を愛せよと言われています。はい、もちろん愛しますと私は

答えます。彼女は私の人生で特別な恵みとなりました。 

私はこの隣人の健康上の問題が癒されること、それとともに、霊的に彼女の歩みを導い

てくださることを神様に祈っています。彼女とはよくコーヒーを飲んだり、一緒に楽しい

時を過ごしたりします。彼女は幸せな様子でいつも助けになってくれます。彼女とは抱き

しめ合って挨拶するような親しい間柄です。私の隣人は私の友だちです。イエス様は『あ

なたの隣人をあなた自身のように愛せよ。』と言っておられます。私はこの隣人を与えて

くださったことを神様に感謝します。今日、誰かへの恵みの通り道としていただきましょ

う。誰かをあなたの隣人にしましょう。 

 

聖 歌 578 主の愛のながうちに 

祈 り 天のお父様。隣人を与えてくださり感謝します。彼らを豊かに祝福してくだ     

さい。イエス様のお名前によって祈ります。アーメン。 

 

                   コロラド州 プエブロ ／ キャロル・ローズ  


